
お知らせお知らせ

性
感
染
症
（

）
と
は
、
性
行
為
ま
た

は
性
行
為
に
類
似
す
る
行
為
に
よ
っ
て
人

か
ら
人
へ
感
染
す
る
疾
患
の
こ
と
で
、
１

９
９
９
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
感
染
症

に
関
す
る
法
律
の
４
類
感
染
症
の
中
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
・

尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
・
梅
毒
・
淋
菌
感
染

症

な
ど
の
疾
患
で
す
。
後
天
性
免
疫
不

全
症
候
群
（
エ
イ
ズ
）
も
こ
の
分
類
に
あ

り
、
約

％
が
性
的
接
触
に
よ
る
感
染
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。（
２
０
０
０
年
版
国

民
衛
生
の
動
向
よ
り
）

こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
、
性
器
ク
ラ

ミ
ジ
ア
・
淋
菌
感
染
症
・
性
器
ヘ
ル
ペ
ス

が
若
い
人
を
中
心
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

性
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
高
い
の
は
次
の

よ
う
な
場
合
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

複
数
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
る

パ
ー
ト
ナ
ー
に
複
数
の
パ
ー
ト
ナ
ー

が
い
る

最
近
パ
ー
ト
ナ
ー
を
変
え
た

コ
ン
ド
ー
ム
を
正
し
く
使
っ
て
い
な

い

は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
間
を
ピ
ン
ポ

ン
玉
式
に
感
染
し
ま
す
か
ら
、
複
数
の

パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
て
、
仮
に
そ
の
中
に
感

染
者
が
い
れ
ば
、
間
接
的
に
感
染
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

感
染
に
よ
る
影
響
は
男
性
と
女
性
と
で

違
っ
て
い
ま
す
。

男
性
の
場
合
は
病
原
体
が
尿
道
口
か
ら
侵

入
し
、
尿
道
炎
、
膀
胱
炎
、
精
管
炎
、
睾

丸
炎
な
ど
起
こ
し
、
排
尿
時
の
痛
み
や
膿

が
出
る
な
ど
非
常
に
不
快
な
症
状
を
伴
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

女
性
の
場
合
は
、
膣
か
ら
侵
入
し
た
病

原
体
は
ま
ず
膣
炎
を
起
こ
し
子
宮
、
卵
管

さ
ら
に
は
骨
盤
の
中
に
ま
で
入
り
骨
盤
内

に
炎
症
、
癒
着
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
れ
が

将
来
不
妊
症
や
流
産
の
原
因
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
出
産
時
に
産
道
に
病
原
体
が
あ

る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
そ
れ
を
飲
み
込
ん
で

肺
炎
や
髄
膜
炎
を
お
こ
す
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
性
感
染
症
は
現
在
の
状
態

だ
け
で
な
く
、
将
来
に
も
影
響
す
る
こ
と

を
男
性
も
女
性
も
し
っ
か
り
と
頭
に
入
れ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

感
染
症
の
中
に
は
感
染
経
路
が
わ
か
り

に
く
く
、
予
防
が
む
ず
か
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
が
。

は
そ
の
点
、
ほ
と
ん

ど
個
人
の
注
意
に
よ
っ
て
予
防
で
き
る
病

気
と
言
え
ま
す
。
一
時
の
油
断
や
気
ま
ぐ

れ
な
性
行
動
に
よ
り
後
々
悔
い
を
残
す
結

果
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
正
し
い
知
識
を

持
っ
て
冷
静
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

第

回

看
護
婦

佐
賀
誠
子

破傷風の予防接種について

屋外スポーツを行う人は、外傷を受け
た時に破傷風感染をおこしやすいので、
事前に破傷風の予防接種をうけておくこ
とが望まれます。
予防接種の接種方法は、第１回目の後、

約４週間後に第２回目を行い、更に追加
免疫として６ ヵ月後に第３回目を行
います。この３回の接種を完了しておけ
ば数年間は免疫が保たれます。

記

多摩キャンパス保健センター
申込み締切り ５月 日（木）
接種日時
第１回目 ５月 日（水）

時 分 時
５月 日（木）
時 分 時

第２回目 ７月３日（火）
時 分 時

７月５日（木）
時 分 時

後楽園キャンパス
保健センター理工学部分室

申込み締切り ５月 日（木）
接種日時
第１回目 ６月１日（金）

時 時
第２回目 ７月４日（水）

時 時



着
床
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
、
黄
体
は

退
化
し
、
排
卵
後
２
週
間
ぐ
ら
い
で

黄
体
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
少
な
く
な

り
、
月
経
が
開
始
し
ま
す
。

２

ピ
ル
に
よ
る
避
妊

ピ
ル
と
は
、
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
と
黄
体
ホ

ル
モ
ン
混
合
剤
で
、
こ
れ
ら
の
ホ
ル
モ
ン

が
視
床
下
部
・
下
垂
体
前
葉
の
働
き
を
抑

制
し
、
卵
胞
の
成
熟
・
排
卵
を
抑
制
す
る

作
用
を
利
用
し
た
、
飲
ん
で
効
果
の
あ
る

避
妊
薬
で
す
。
服
用
を
中
止
す
れ
ば
排
卵

は
再
開
し
妊
娠
も
再
開
し
ま
す
。

３

低
用
量
ピ
ル
と
は

低
用
量
ピ
ル
と
は
、
ピ
ル
の
持
つ
血
栓

症
・
嘔
気
・
不
快
感
・
体
重
増
加
等
の
副

作
用
を
、
改
善
す
る
た
め
含
有
ホ
ル
モ
ン

の
質
と
量
を
工
夫
し
た
製
剤
で
す
。

成
分
と
含
有
量
の
差
に
よ
り
、
一
相

性
・
二
相
性
・
三
相
性
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

一
相
性
は
服
用
期
間
中
、
２
種
類
の
ホ

ル
モ
ン
含
有
量
を
一
定
に
し
て
あ
る
製
剤

で
す
。
二
相
性
・
三
相
性
は
服
用
期
間
中
、

ホ
ル
モ
ン
含
有
量
を
自
然
に
近
い
状
態
に

し
、
不
正
出
血
な
ど
の
不
快
な
症
状
を
な

く
す
た
め
、
２
種
類
の
ホ
ル
モ
ン
の
組
み

合
わ
せ
を
工
夫
し
、
量
の
割
合
を
日
数
に

よ
り
変
化
さ
せ
た
製
剤
で
す
。

４

低
用
量
ピ
ル
の
注
意
事
項
・
副
作
用

低
用
量
ピ
ル
は
、
最
低
限
の
排
卵
抑

制
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
血
中
濃
度

の
低
下
で
効
果
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
飲
み
忘
れ
に
は
注
意
を

要
し
ま
す
。

低
用
量
ピ
ル
は
、
効
果
的
な
避
妊
法
の

一
つ
と
し
て
１
９
９
９
年
６
月
２
日
厚
生

省
か
ら
認
可
を
受
け
、
医
師
の
判
断
に
基

づ
い
て
処
方
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
乱
用
を
防
ぐ
た
め
に
、
そ
の

概
要
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

１

性
周
期
と
ホ
ル
モ
ン

女
性
の
体
は
、
視
床
下
部
と
下
垂
体
前

葉
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル
モ
ン
の
働
き
に

よ
り
次
ぎ
の
よ
う
な
周
期
的
な
変
化
（
性

周
期
）
を
繰
り
返
し
ま
す
。

月
経
開
始
の
頃
、
視
床
下
部
を
介
し

下
垂
体
前
葉
か
ら
卵
胞
刺
激
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
が
増
え
、
卵
胞
の
成
熟
と

と
も
に
卵
包
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
も
多

く
な
り
ま
す
。

卵
胞
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が
最
高
に
な

る
と
、
卵
胞
刺
激
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

が
抑
制
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
下
垂
体

前
葉
か
ら
黄
体
形
成
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
が
急
増
し
、
排
卵
が
起
こ
り
ま
す
。

排
卵
が
終
わ
る
と
、
卵
胞
ホ
ル
モ
ン

の
分
泌
が
少
な
く
な
り
、
黄
体
の
形

成
が
す
す
み
、
黄
体
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
が
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
ホ
ル
モ

ン
の
働
き
で
、
受
精
卵
の
着
床
と
発

育
に
良
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

重
大
な
副
作
用
と
し
て
は
、
血
栓

症
・
心
血
管
障
害
・
脳
血
管
障
害
・

乳
が
ん
・
子
宮
頚
が
ん
・
良
性
肝
腫

瘍
等
が
あ
り
ま
す
。

低
用
量
ピ
ル
は
、
効
果
的
で
安
全
な
避

妊
方
法
で
あ
る
が
、
安
易
な
使
用
は
、
性

薬
剤
師

田
辺
勝
代

の
乱
れ
感
染
症
の
蔓
延
、
少
子
化
、
副
作

用
・
ハ
イ
リ
ス
ク
グ
ル
ー
プ
の
存
在
等
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
含
ん
で
い
ま
す
。
服
用

に
あ
た
っ
て
は
、
慎
重
な
対
応
が
必
要
で

す
。

保健ニュース 保健センター

体内脂肪計について
保健センターでは、学生・教職員の健康管理の一環として、体内脂肪計
を設置しています。体内脂肪計は、体内に貯蔵されている脂肪（体脂肪）
を測定し、外見では見つからない肥満の発見や、行き過ぎたダイエットを
防止する効果もあります。体脂肪の大部分は皮下に蓄積しますが、内臓の
周囲に蓄積するものもあり、糖尿病、高脂血症、冠動脈硬化症、高血圧な
どの生活習慣病をおこす原因ともなっています。ご自身の健康チェックに、
体内脂肪計を下記の要領で利用するようおすすめいたします。

記
１．場 所 多摩キャンパス ２号館２階保健センター

後楽園キャンパス １号館１階保健センター理工学部分室
２．時 間 診療日の

（ただし、休業期間中は別途掲示します。）
３．受 付 診療室



健康診断証明書の交付について

学生の就職・奨学金・アルバイト等に必要な健康診断証明書については、下記のとおり

交付いたします。

記

１．対象

大学で実施した当該年度の学生定期健康診断受診者

２．受付期間

４年生以上の就職用健康診断証明書・・・定期健康診断受診当日から３月末日

その他の健康診断証明書・・・・・・・・５月初旬から３月末日

ただし、３月末日に交付可能な証明書

３．受付場所（窓口受付時間内）

多摩キャンパス・・・・・２号館２階保健センター

後楽園キャンパス・・・・１号館１階保健センター理工学部分室

４．交付日

健康診断受診当日受付分・・４年生以上の就職用証明書 ５月初旬郵送交付

その他の受付分

ア．５月初旬から６月末受付 ３日後窓口交付

イ．７月１日から即日（状況により翌日）窓口交付

ただし、発行までに期間を要する証明書、大学では発行できない証明書があるので

早めに窓口で相談すること。

５．費用

邦文（大学指定の健康診断証明書）１通 円

欧文（大学指定の健康診断証明書）１通 円（１通増すごと 円）

健康診断証明書の交付について

健康記録カードの提出について

健康記録カードは、学生諸君の在学中の健康診断記録及び診療の際に参考にす
る重要な カード です。
健康記録カードは、定期健康診断終了時に提出する事になっていましたが、未
提出者は下記の手続きを行ってください。

記
１．提出場所 多摩キャンパス２号館２階 保健センター事務室

後楽園キャンパス１号館１階 保健センター理工学部分室
２．提出に際しての注意

健康記録カード 面及び 面の必要事項をすべて記入すること。
健康記録カード 面の 尿検査・血圧 は、医療機関で証明を受けること。


